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それは鹿
かのや

屋であった語り継ぐべき本当の話
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　今から 80 年前の太平洋戦争末期。真珠湾作戦として、ハ
ワイに奇襲攻撃を仕掛けたことが太平洋戦争のきっかけの
一つとなっていますが、実はその作戦の基礎がここ鹿屋で
練られていたことを知る人はあまり多くありません。また
鹿屋は戦時中、「鹿屋」「笠野原」「串良」の三つの基地を有し、
沖縄周辺の作戦において重要な拠点だったことから、アメ
リカ軍の激しい攻撃を受けた地でもあり、戦後は鹿屋に新
進駐軍が上陸するなど、歴史を物語る戦争遺跡やエピソー
ドがたくさん残っています。

鹿屋と太平洋戦争、５つの特徴
鹿屋会談で真珠湾攻撃作戦作戦を検討

特攻隊の戦死者数が全国で最も多い。

唯一鹿屋から出撃した人間爆弾 "桜花 "

戦後、進駐軍が金浜海岸に上陸

南方の特攻作戦を指揮した中枢基地の存在



01 02学ぶ
体験学習の前に、インター
ネットに公開されている戦
争体験談集（第３版）
などを活用した
事前学習

　太平洋戦争と鹿屋の深い関わりや、鹿屋
に残るエピソードなどを各学校等で行い、
教育旅行前に自ら学ぶツールを提供。必要
に応じて、オンライン等で戦跡や歴史に詳
しい平和学習ガイドからの講座なども受け
ることができます。

　市認定の平和学習ガイドが、バスに乗車
し、戦争遺跡や車内で歴史やエピソードを
詳しく紹介します。実際に目の前にある本
物の戦跡を訪れて感じる迫力と、そこでし
か知りえない逸話などを知る体験は、学校
や生徒の皆様の一生の思い出になることで
しょう。
※貸切バスを使用した、３ｈ / 日からの
　コースになります。（戦跡４か所）

インターネット上に公開されている市
内戦跡マップ。戦跡のほか、各地のエ
ピソードなども収録されて
いる。PC・タブレット・
スマホで閲覧可能。

　館内には旧日本海軍創設期から第二次大戦にいた
るまでの貴重な資料のほか、復元した零戦、特攻隊
員の遺影や遺書などが展示されています。館内のガ
イド可（要予約）

●開館時間
　9：00 ～ 17：00
●場所
　9：00 ～ 17：00
●入館料
　無料

▲戦争体験談集３

体験する

過去過去を知り、を知り、現在現在を学び、を学び、
未来未来へ発信するへ発信する
過去を知り、現在を学び、
未来へ発信する

事前学習を踏まえて、実際に鹿
屋へ訪問し、戦跡を訪問。物言
わぬ語り部を前に、戦争の悲惨
さや平和の大切さを
考える機会を提供

鹿屋航空基地史料館

鹿屋戦跡アーカイブマップ

屋エリア
鹿屋に残る戦争遺跡

太平洋戦争末期に特攻基地の中心的役割を果たした鹿屋基地周辺
は激しい攻撃を受け、今残る戦跡がその激しさを物語っています。

鹿

桜花の碑

旧野里国民学校跡地に残る国旗掲揚台�
（日本の旗を飾

かざ

る台）
※�掲揚台の上部は、史料館敷地内に移設されています。

「 市造は一足先に天国に参
まい

ります。天国に入れても
らへますかしら。お母さん祈って下さい。お母さ
んが来られるところへ行かなくてはたまらないで
すから・・・お母さん　さようなら」

特攻隊員の手紙

第五航空艦隊司令部壕跡
▷�第五航空艦隊は日本本土を守るため、沖縄への攻撃などに
備える部隊として 1945年（昭和20年）２月10日に編成さ
れ、その中心部が鹿屋に置かれました。

▷�壕内では宇垣纏司令長官らが特攻の計画を作り、鹿屋基地
をはじめ、串良や国分の基地などに出撃命令が出されまし
た。その命令は、主に沖縄の周りにやってくるアメリカ軍
の軍艦を攻撃するための特攻作戦でした。　

▷ �1945年（昭和20年）6月まで特攻作戦を行っていました
が、戦況の悪化に伴い、司令部は 7月末に大分県に移さ
れました。

２〜３日中に出撃が決まることが書かれています

野里国民学校跡・桜花の碑
▷�人間爆弾「桜花」作戦を行った神

じん

雷
らい

部隊も泊まっていた旧野里国
民学校跡地の道路向かいに建てられた碑です。

▷�石
せき

碑
ひ

の文字を書いたのは、鹿屋で 2ヶ月ほど軍の報道員として記
録を残した、作家の山岡荘八。

▷�建てたのは元特攻隊員の小城久作氏。国のために命をかけて戦っ
た仲間のことを想い、今後の平和を願って、戦後 33年目に小城
氏が費用を工

く

面
めん

し、建てられました。

林
はやし

 市
いち

造
ぞう

 隊員（福岡県出身）

金浜海岸（進駐軍上陸の碑）
▷�金浜海岸へ進駐軍が上陸したという歴史を語り継ぐため、高須地区
の人々が協力し、2001年（平成13年）に記念碑

ひ

が建てられました。

写真上：電信室での作業の様子
写真下：参謀室跡

太平洋戦争末期に特攻基地の中心的役割を果たした鹿屋基地周辺
は激しい攻撃を受け、今も残る戦跡がその激しさを物語っています。

鹿屋に残る戦争遺跡
エリア鹿屋かのや

田崎掩体壕
▷�畑の中に残るかまぼこ型の
掩体壕

▷�コンクリート製で魚
ぎょ

雷
らい

や砲
ほう

弾
だん

、飛行機の部品などが入っ
ていたと考えられています。

掩
えん
体
たい
壕
ごう

って
何だろう？？

　掩体壕とは、敵機の空襲
しゅう
等から飛行

機などを守るために造られた建物のこ
とです。屋根があるものと無いものが
あります。基地があった周辺には、多
くの掩体壕（特に
屋根なし）があり
ます。

大隅野里駅跡

▷ �1945年（昭和20年）３月19日、軍の荷物を運んでいる
列車がアメリカ軍による空襲

しゅう

を受け、　火災が発生。消
火作業中に爆発が起き、駅は壊れました。

　�100名余りが作業にあたっていましたが、この爆発に
より80名余りが死亡する大事故となりました。

▷ �1987年（昭和62年）３月14日、国鉄大隅線が廃止され
て、大隅野里駅も閉められました。

進駐軍上陸地の碑

現在の金浜海岸

高須トーチカ
▷�トーチカとは、アメリカ軍の本土上陸に備えて造られた陣

じん

地
ち

の
ことで、コンクリート製のものや自然の地形を利用したものが
あります。

▷�高須のものは自然石
を利用し、錦

きん

江
こう

湾
わん

入
口の南の方に向けた
のぞき窓のようなも
のが作られています。

旧鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没者慰霊塔
▷�今坂町にある小塚公園の一角に1958年（昭和33
年）に建

こん

立
りゅう

▷ �1945年（昭和 20 年）3月 11 日から 6月 26 日ま
でに出撃した908名（陸軍17名も含む）の名前が刻
まれています。（刻まれているのは16歳～35歳の
若い方々）

▷��毎年４月第１週の土曜日に、特別攻撃隊の追
つ い

悼
と う

式
し き※

を行っています。

野里駅から基地内へ線路がつながっていて、
戦時中、軍で使う物などが運ばれていました。

※亡くなった人の思い出を振り返り、語らうために開かれる式

鹿
　
屋
　
市
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戦争遺跡 〜鹿屋エリア〜

基
地
に
向
か
っ
た
。
串
良
上
空
に
来
て
着

陸
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
空
襲
警
報
が

鳴
っ
て
い
た
。
あ
わ
て
て
東
西
に
延
び
る

滑
走
路
に
着
陸
し
、
南
側
の
畑
の
中
に
あ

る
掩
体
壕
へ
行
く
時
、
ダ
ダ
ダ
ダ
・
・
と

機
銃
掃
射
が
き
た
。

　
飛
行
機
に
乗
る
時
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
落

下
傘
を
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
が
、
そ
の
落
下
傘
フ
ッ
ク
を
ど
の
よ

う
に
外
し
た
か
記
憶
に
は
な
い
。
当
時
串

良
基
地
の
誘
導
路
は
、
周
り
の
畑
よ
り
一

段
高
く
作
ら
れ
そ
こ
を
掩
体
壕
に
行
く
よ

う
に
で
き
て
い
た
。
フ
ッ
ク
を
外

し
、
高
い
飛
行
機
か
ら
飛
び
出

し
、
畑
の
中
に
掘
っ
て
あ
る
た

こ
つ
ぼ
（
一
人
だ
け
入
れ
る
穴
）

に
逃
げ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
ま
で
行
き
つ
か
ず
に
途
中

で
誘
導
路
と
畑
の
斜
面
に
逆
さ

ま
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

に
戦
闘
機
の
第
一
掃
射
が
来
た

が
弾
は
当
た
ら
ず
、
そ
の
後
た

こ
つ
ぼ
に
走
り
命
拾
い
を
し
た
。

私
ほ
ど
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た

と
い
う
か
、
運
の
強
い
と
い
う

か
・
・
・
自
分
で
も
奇
跡
と
思

う
事
ば
か
り
で
あ
る
。

「
彩さ

い

雲う
ん

」か
ら
の
痛
快
な
電
報

　
台
南
航
空
隊
（
台
湾
）
に
行
っ
た
と
き

の
話
だ
。
そ
の
時
、
鹿
屋
の
航
空
隊
か
ら

素
晴
ら
し
い
偵
察
機
が
来
た
の
を
覚
え
て

い
る
。「
彩
雲
」
と
い
う
偵
察
機
だ
。
鹿

屋
の
航
空
隊
か
ら
台
南
航
空
隊
へ
、
台
湾

沖
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
敵
の
航
空
部
隊

を
捜
索
す
る
た
め
に
派

遣
さ
れ
て
き
た
と
の
こ

と
だ
。
偵
察
員
は
鹿
児

島
の
人
で
小
山
さ
ん
と

い
う
海
軍
少
尉
ら
だ
っ

た
。
そ
の
人
た
ち
は
朝

や
っ
て
き
て
、
燃
料
補

給
し
て
す
ぐ
偵
察
に
飛

び
立
ち
、
昼
前
に
は
敵

部
隊
が
ど
う
い
う
部
隊

だ
と
全
部
情
報
が
入
っ

た
。
そ
の
中
、平ひ
ら
文ぶ
ん（
暗

号
で
は
な
く
普
通
の
文

章
）
で
「
我
に
追
い
つ

く
戦
闘
機
な
し
」
と
言

う
電
報
が
あ
っ
た
。
こ

の
非
常
時
に
こ
ん
な
電

報
を
平
文
で
打
つ
バ
カ

が
何
処
に
居
る
か
と
み

「
戦
闘
機
に
は
乗
せ
ら
れ
な
い
」

　
飛
行
機
乗
り
に
な
る
た
め
の
予
科
練

時
代
に
、
た
く
さ
ん
訓
練
飛
行
し
た
「
赤

と
ん
ぼ
」
を
卒
業
す
る
時
、
私
は
串
良
基

地
だ
か
ら
戦
闘
機
を
希
望
し
た
。
そ
し
た

ら
分
隊
長
か
ら「
お
前
は
雷
撃
機
に
行
け
」

と
言
わ
れ
た
。「
な
ん
で
俺
が
戦
闘
機
じ
ゃ

な
く
て
雷
撃
機
か
！
あ
ん
な
魚
雷
を
抱
い

て
海
上
を
這
い
な
が
ら
行
く
商
売
は
し
た

く
な
い
。
や
る
ん
だ
っ
た
ら
空
で
戦
い
た

い
。
戦
闘
機
に
乗
せ
て
く
れ
」と
訴
え
た
。

　
先
ず
人
相
、
次
に
骨
相
、
そ
し
て
手
相

そ
う
い
う
身
体
的
な
物
と
技
術
的
な
物
と

家
族
の
状
態
が
加
味
さ
れ
て
配
属
は
決
ま

る
。
次
に
特
殊
飛
行
と
言
っ
て
、宙
返
り
、

垂
直
旋
回
、失
速
反
転
等
全
て
の
競
技（
科

目
）
を
や
ら
さ
れ
、
二
重
三
重
に
い
ろ
い

ろ
な
事
を
や
ら
さ
れ
て
、
振
り
分
け
ら
れ

て
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
成
り
立
っ
て
い
た
。
パ

イ
ロ
ッ
ト
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　
１
０
０
数
名
の
身
上
調
書
を
持
っ
て
い

る
分
隊
長
か
ら
、
自
分
の
身
上
調
書
を
見

せ
ら
れ
「
こ
の
中
を
見
て
み
ろ
、
お
前
に

は
こ
ん
な
病
歴
が
あ
る
だ
ろ
。
こ
ん
な
病

歴
の
あ
る
人
間
は
戦
闘
機
に
は
絶
対
乗
せ

ら
れ
な
い
よ
。お
前
が
ど
う
あ
が
こ
う
と
、

お
前
は
雷
撃
機
よ
り
他
に
行
く
と
こ
ろ
は

な
い
よ
」
と
言
わ
れ
仕
方
な
く
雷
撃
機
に

行
っ
た
。

　
終
戦
後
は
帰
っ
て
建
設
業
を
し
た
の
だ

が
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
体
力
を
消

耗
し
て
く
る
と
、
７
年
く
ら
い
の
サ
イ
ク

ル
で
必
ず
病
気
が
出
て
く
る
の
だ
。
そ
し

て
初
め
て
気
付
い
た
。
飛
行
長（
分
隊
長
）

が
「
お
前
の
よ
う
な
病
歴
の
あ
る
者
を
戦

闘
機
に
は
乗
せ
ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て
私

を
雷
撃
機
に
配
属
し
た
が
、
そ
う
い
う
も

の
が
今
に
な
っ
て
も
出
て
く
る
の
か
と
、

ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た

　
当
時
の
飛
行
機
は
、
パ
ッ

キ
ン
が
粗
雑
で
気
圧
に
よ
り
オ
イ
ル
漏

れ
を
起
こ
す
こ
と
が
故
障
の
原
因
だ
っ

た
。
地
上
に
お
い
て
は
故
障
の
個
所
は
見

当
た
ら
な
い
。
地
上
３
０
０
ｍ
〜
４
０
０

ｍ
あ
た
り
ま
で
は
良
い
が
、
８
０
０
ｍ
〜

１
０
０
０
ｍ
に
な
る
と
、
必
ず
オ
イ
ル
が

吹
き
出
し
て
い
た
。

　
今
で
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
機
械
に
は

出
来
不
出
来
が
あ
る
。
整
備
さ
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
飛
行
機
の
同
じ
場
所
に
同
じ
物
を

付
け
て
も
、
調
子
の
悪
い
飛
行
機
が
あ
っ

た
。
悪
い
飛
行
機
は
パ
ッ
キ
ン
を
取
り
換

え
た
り
、
エ
ン
ジ
ン
を
バ
ラ
し
て
パ
ッ
キ

ン
の
位
置
を
１
mm
１
mm
ず
ら
し
た
り
し
て

奇
跡
的
に
生
き
残
れ
た
と

思
う
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た

ん
な
び
っ
く
り
し
た
。電
信
員
の
話
で
は
、

「
敵
の
戦
闘
機
に
追
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

エ
ン
ジ
ン
を
ふ
か
し
て
、
ち
ょ
っ
と
機
首

を
下
げ
た
ら
、
敵
の
戦
闘
機
が
離
れ
て
い

き
ま
し
た
。（「
彩
雲
」と
言
う
飛
行
機
は
速

い
）あ
ん
な
愉
快
な
時
に
、こ
う
い
う
電
報

を
打
た
な
く
て
ど
う
す
る
か
！
」と
そ
の

人
が
言
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

み
る
。
ま
た
締
め
付
け
を
５
mm
１
mm
強
く

締
め
て
み
る
。
そ
う
い
う
こ
と
の
繰
り
返

し
で
、
10
日
間
そ
う
い
う
事
を
整
備
兵
が

や
っ
て
く
れ
た
。

　
10
日
目
に
整
備
員
か
ら
「
船
川
さ
ん
。

私
が
10
日
間
整
備
し
て
み
た
け
ど
、
こ
れ

以
上
や
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
ダ

メ
だ
っ
た
ら
こ
の
飛
行
機
は
ダ
メ
だ
か
ら

諦
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の

時
飛
ん
だ
ら
、
ば
っ
ち
り
だ
っ
た
。

　
４
月
15
日
に
修
理
で
き
た
飛
行
機
計
５

機
を
飛
ば
し
、
宇
佐
基
地
を
離
陸
し
串
良

串良基地の誘導路。日本軍の特攻機４機がアメリカ軍のガンカメラに映っている。
（出典：米国国立公文書館�資料映像）

鹿
屋
エ
リ
ア

　戦
争
体
験
談

大
正
15
年
生
ま
れ  

終
戦
時
19
歳

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
出
身

赤とんぼ
九三式中間操縦練習機、通称“赤
とんぼ ” と呼ばれ、躯体は木で
できており、翼は布張りであっ
た。戦争末期、出撃できる機体
が少なくなる状況の中、練習機
である赤とんぼも特攻機として
実戦投入された。
（所蔵：にしき�ひみつ基地ミュー
ジアム）

串良基地にて1945年（昭和20年）４月27日出撃前日の宇佐八幡護皇隊
前列左から２番目が船川さん。大石政則海軍少尉より、機体の交換を懇
願され、船川さんは渋々承諾した。結果、交換した機体のトラブルで生
き永らえた船川さんは仲間を想い、串良戦没者追悼式に足を運んでいる。
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戦争体験談  その時、何が起こっていたのか 〜鹿屋エリア〜

わたしたちが案内します

　特攻作戦の最前基地の１つだった重要な拠点
「鹿屋」。戦後 80 年を経て、歴史を知り、現在も
市内に残る戦跡に触れながら、平和について改め
て考えるプログラムを提供します。

ガイドがエピソードなど

を交えて戦跡を巡ります

旅前 旅中



　学んだあとは、各学校における総合的な
学習などでまとめ学習を行い、平和のメッ
セージとして発表・発信。戦争を知ること
は平和を知ることです。未来の平和を作る
生徒一人ひとりが、平和についてもう一度
考えることで、それぞれが新しい平和の担
い手になっていきます。
※オンライン発表等による交流も対応可能

串良基地から飛び立っ
た特攻隊員が突撃前に
送る最後の電信を受信
していた場所です。

笠野原基地で使用され
ており、唯一現存する
もの。零戦が入ってい
たと言われています。

笠野原基地で使用され
ており、唯一現存する
もの。零戦が入ってい
たと言われています。

串良地下壕第一電信室

川東掩
えんたいごう

体壕

桜花の碑

03繋ぐ
体験したことを事後学習と
してまとめ、発表・発信す
ることで、次代へ語り継ぐ
新しい平和学習
として完結します。

●２.5 ｈコースＡ【戦跡３ヶ所】

　市内に残る貴重な戦跡を市認定の平和学習ガイドと巡りな
がら、平和と命の重みについて考えるフィールドワークです。

戦跡フィールドワークわたしたちが案内します

団 

体

▲申込フォーム

ガイドがエピソードなど

を交えて戦跡を巡ります

旅後

▶ �2.5時間コースA ／ 2.5時間コースB【３ヶ所】
 ※鹿屋航空基地資料館を加えると１時間追加
 ※その他3.5時間コース（５ヶ所）、１日コースも
　 あります。



日 行程 宿泊

１日目

２日目

日 行程 宿泊

１日目

２日目

３日目

【１泊２日プラン（案）】

【２泊３日プラン】

民泊
×

平和学習
田舎暮らしと平和を学ぶ

鹿屋だけの特別プラン

学び、体験する教育旅行の
　　　　特別で新しいカタチ

　鹿屋では、教育旅行に必要不可欠な宿泊と体験学習両方を
兼ね備え、一環した受入特別プランの提案が可能です。

新大阪 鹿児島
中央

民泊入村式
どっ菜市場

民泊退村式
どっ菜市場

民泊退村式
どっ菜市場

市内での体験学習
各受入家庭

鹿屋市内
民泊

ー

桜島
展望所

戦跡フィールド
ワーク7:00

(85 分 )

(30 分 ) (150 分 )

(270 分 ) (85 分 ) ( - )

11:30

8:00 ～ 12:00

12:45

12:30

12:30

17:0014:15 ～ 16：45

====

==

==== ====

====

====

====

教育旅行の受入は、DMO を窓口として
お申込みいただき、観光協会と連携して
受入を行っていきます。

申込調整

鹿屋市ふるさとＰＲ課
0994-31-1121（直通）

受付・調整 受入連携

　　鹿児島中央⇔新大阪
　　＋別地域での体験

鹿児島中央⇔新大阪
　＋別地域での体験

  学校

 問合せ先

 旅行会社  観光協会

費用については
現在調整中

おおすみ観光
未来会議（DMO）

（午後～）

鹿屋市内
民泊

鹿屋市内
民泊

　　新大阪⇔鹿児島中央
　　＋別地域での体験

民泊入村式
どっ菜市場

16:00 17:00

====

==== ====

====
体験学習

各受入家庭

体験学習
各受入家庭

朝食等
各受入家庭

戦跡フィールド
ワーク

(180 分 )
8:30 ～ 12：00 13:00 ～ 17:00


